
R1年度実施公共交通実態調査結果のまとめ

（仮称）余市循環線の検討
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ＪＲ余市駅利用実態調査

●まとめ（余市協会病院線の増便・延伸等に関係する事項）

・余市協会病院線運行時間帯以外にＪＲ余市駅を利用（以下「時間外利用」と記す）する

方は全ＪＲ余市駅利用者数の44％。

・時間外利用者の端末交通は「自家用車（送迎）」が多い。

５～７時台 ：37.5％～57.1％

17～22時台：11.4％～66.7％

・以上から時間外利用者の駅アクセス交通として、早朝及び夜間の時間帯において余市協

会病院線を増便することが考えられる。
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ＪＲ利用者アンケート調査

●まとめ（余市協会病院線の増便・延伸等に関係する事項）

・余市協会病院線は、早朝の時間帯に運行していないため、小樽・札幌方面行に対して

49％の方の利用に対応できていない。

・同様に夜間の時間帯に運行していないため、小樽・札幌方面着に対して54％の方の利

用に対応できていない。

・早朝や夜間に運行する場合、余市協会病院線を利用する方は９名となっている。

・ＪＲとスムーズに乗継ぎできる余市協会病院線を運行する場合、44％の方（37人）が

利用するとしている。
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余市紅志高校スクール便乗降調査

●まとめ（余市協会病院線の増便・延伸等に関係する事項）

・登校便で33人、下校便20人の利用があり、（仮称）余市循環線に取り込むことが考え

られる。

・東大浜中～大川十字街で14人（小中学生８人）の乗車があるため、下校便においても

登校便と同様の運行とすることが考えられる。

5



余市紅志高校アンケート調査

【余市紅志高校スクール便についての意見】

・増便して欲しい（５件）

・車両を大きくして欲しい（３件）

・下校便とも登校便と同じバス路線にして欲しい（２件）

・小樽から直接乗り入れて欲しい（２件）

・美国方面からの直接乗り入れて欲しい（１件） など
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●まとめ（余市協会病院線の増便・延伸等に関係する事項）

・余市紅志高校スクール便の下校便は１便のみの運行となっているため、全体の37％に

該当する部活を行っている生徒（43人）の下校に対応できていない。

・余市紅志高校スクール便を延伸した場合、５人が利用するとしている（新規利用者は

見込めない）。

・増便して欲しい、車輛を大きくしてほしい、下校も登校と同じバス路線にして欲しい

などの意見がある。



余市町大川小学校アンケート調査

●まとめ（余市協会病院線の増便・延伸等に関係する事項）

・余市紅志高校スクール便を延伸した場合、19％（22人）が便利になるとしている。

・22人の内、16人は新規利用者、６人が既存利用者となっている。
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公共交通実態調査結果

（まとめ）

・余市協会病院線は早朝・夜の増便を行うことで37～65人程度の潜在需要がある。

・余市紅志高校スクール便は余市循環線に組み込み、下校便を増便することで、28人（紅志高

校６人＋大川小学校22人）程度の潜在需要がある。

・なお、（仮称）余市循環線は余市協会病院線と余市紅志高校スクール便のバス路線を包括す

る経路、あるいは２系統により運行することが考えられる。
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